
④
都
心
臨
海
部
に
お
け
る
人
口
回
帰
現
象
が
も
た
ら
す
課
題

１

居
住
人
口
の
急
増

　
東
急
東
横
線
と
の
相
互
乗
り
入
れ

で
、
渋
谷
と
元
町
・
中
華
街
を
最
短

3
5
分
で
結
ぶ
地
下
鉄
「
み
な
と
み
ら

い
線
」
が
、
平
成
1
6
年
２
月
１
日
に

開
通
し
た
。
開
業
当
日
、
市
内
は
記

念
イ
ベ
ン
ト
や
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ

る
な
ど
お
祭
り
ム
ー
ド
一
色
。
市
中

心
部
に
新
た
な
人
の
流
れ
が
生
み
出

さ
れ
、
都
心
部
の
活
性
化
を
期
待
す

る
声
が
大
き
い
。
新
線
の
開
業
で
、

み
な
と
み
ら
い
2
1
地
区
へ
の
企
業
誘

致
や
沿
線
商
店
街
、
観
光
地
へ
の
客

足
の
増
加
等
、
都
心
部
の
業
務
・
商

業
・
観
光
地
区
と
し
て
の
ま
す
ま
す

の
発
展
が
見
込
ま
れ
る
。

　
一
方
、
こ
こ
数
年
関
内
周
辺
や
山

下
町
等
に
代
表
さ
れ
る
横
浜
の
都
心

臨
海
部
の
あ
ち
こ
ち
で
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
が
進
み
、
居
住
人
口
が
急
速
に

増
加
し
て
い
る
。
み
な
と
み
ら
い
線

の
開
業
は
そ
の
動
き
に
さ
ら
に
拍
車

を
か
け
る
と
思
わ
れ
る
（
本
稿
で
は
、

「
都
心
臨
海
部
」
の
範
囲
を
、
神
奈

川
区
、
西
区
、
中
区
の
Ｊ
Ｒ
京
浜
東

北
・
根
岸
線
よ
り
海
側
の
地
域
で
、

北
は
神
奈
川
区
浦
島
町
付
近
か
ら
南

は
中
区
山
下
町
の
南
端
付
近
ま
で
、

と
す
る
）
。
新
線
の
開
業
だ
け
で
は

な
い
。
マ
ン
シ
ョ
ン
購
入
層
か
ら
見

る
と
、
こ
の
と
こ
ろ
の
マ
ン
シ
ョ
ン

価
格
の
下
落
、
低
金
利
住
宅
ロ
ー
ン

や
住
宅
減
税
措
置
、
さ
ら
に
、
利
便

性
が
高
い
都
心
で
の
居
住
志
向
、
な

ど
も
大
き
な
要
因
で
あ
る
。
開
発
事

業
者
サ
イ
ド
も
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
需

要
が
停
滞
す
る
一
方
、
マ
ン
シ
ョ
ン

が
好
調
に
売
れ
る
と
あ
っ
て
、
開
発

意
欲
は
衰
え
を
み
せ
な
い
。
そ
の
た

め
多
様
な
規
模
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

が
進
み
、
ま
た
今
後
も
予
定
さ
れ
て

い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
も
と
も
と
こ
の

地
域
は
横
浜
の
業
務
・
商
業
・
観

光
・
工
業
地
区
の
中
核
と
し
て
機
能

し
て
き
た
地
域
で
あ
り
、
市
民
の
居

住
を
想
定
し
て
い
な
い
エ
リ
ア
で
あ

り
、
こ
の
傾
向
が
続
け
ば
今
後
は
学

校
、
保
育
所
な
ど
市
民
生
活
に
関
連

す
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
課
題
が
発
生

す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
み
な
と
み
ら
い
線
の
開
業
で
改
め

て
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
、
都
心
臨
海

部
で
の
業
務
商
業
活
性
化
へ
の
期
待

と
、
そ
れ
と
裏
腹
に
ま
す
ま
す
進
む

マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
。
本
稿
で
は
、
都
心

臨
海
部
で
増
加
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
が

市
民
生
活
や
ま
ち
づ
く
り
に
与
え
る

影
響
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
た
い
。

２
　
都
心
臨
海
部
の
居
住
の
現
状

　
都
心
臨
海
部
の
人
口
増
の
状
況
に

つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

　
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
わ
が
国
は
2

0
0
6
～
７
年
ご
ろ
を
ピ
ー
ク
に
人

口
減
少
社
会
に
転
ず
る
と
予
想
さ
れ

て
お
り
、
本
市
域
で
は
そ
の
ピ
ー
・
ク

は
も
う
少
し
遅
い
2
0
2
0
年
前
後

に
な
る
と
の
見
込
み
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
神
奈
川
、
西
、

中
の
３
区
に
限
っ
て
は
、
人
口
は
こ

こ
数
年
増
加
傾
向
に
あ
る
。
３
区
全

体
の
人
口
を
見
る
と
、
平
成
元
年
は

約
4
0
万
人
で
、
そ
の
後
微
増
微
減
を

繰
り
返
し
、
平
成
1
1
年
に
約
4
0
万
８

千
人
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後

は
急
速
に
増
加
し
、
平
成
1
5
年
で
は

約
4
3
万
８
千
人
と
、
こ
の
４
年
で
一

気
に
３
万
人
増
加
し
た
。

　
都
心
臨
海
部
の
神
奈
川
、
幸
ヶ
谷
、

平
沼
、
本
町
、
元
街
各
小
学
校
の
学

区
ご
と
の
人
口
合
計
で
み
る
と
、
平

成
元
年
の
５
万
９
千
人
か
ら
平
成
1
1

年
に
は
６
万
２
千
人
、
平
成
1
4
年
に

は
７
万
人
に
達
し
、
平
成
元
年
と
比

較
し
人
口
伸
び
率
は
2
0
％
に
ま
で
な

る
（
各
年
1
0
月
１
日
時
点
）
。

　
郁
心
臨
海
部
の
人
口
急
増
を
牽
引

す
る
最
大
の
要
素
は
、
新
築
分
譲
マ

ン
シ
ョ
ン
の
建
設
で
あ
る
が
、
こ
れ

に
は
大
別
す
る
と
２
つ
の
パ
タ
ー
ン

が
見
ら
れ
る
。

　
１
つ
め
の
パ
タ
ー
ン
は
、
関
内
地

区
等
の
既
成
の
市
街
地
エ
リ
ア
に
お

い
て
、
数
十
戸
か
ら
２
～
３
百
戸
程

度
の
中
小
マ
ン
シ
ョ
ン
が
数
多
く
建

設
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え

ば
老
朽
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や
駐
車
場
等

が
マ
ン
シ
ョ
ン
に
転
用
さ
れ
る
例
が

目
立
つ
が
、
こ
の
場
合
、
開
発
行
為

に
は
あ
た
ら
ず
、
計
画
人
口
・
戸
数

も
事
前
審
査
に
必
要
な
基
準
（
そ
れ

ぞ
れ
2
0
0
0
人
・
５
０
０
戸
）
に

達
し
な
い
。
こ
の
た
め
自
治
体
は
、
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建
設
計
画
を
事
前
に
把
握
す
る
こ
と

が
難
し
く
、
対
応
が
後
手
に
回
り
、

ま
ち
づ
く
り
上
必
要
な
協
力
を
得
る

た
め
の
十
分
な
協
議
・
調
整
が
行
え

ず
に
、
調
和
の
と
れ
な
い
商
住
混
在

地
区
の
形
成
が
進
む
こ
と
と
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
い
わ
ば
〝
点
〟
の
マ

ン
シ
ョ
ン
増
と
比
べ
、
２
つ
め
の
パ

タ
ー
ン
と
は
、
〝
面
〟
の
マ
ン
シ
ョ
ン

増
、
つ
ま
り
、
み
な
と
み
ら
い
地
区

や
山
内
地
区
等
新
た
な
大
規
模
開
発

エ
リ
ア
で
大
規
模
な
マ
ン
シ
ョ
ン
が

計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
場
合
、
一
度
の
開
発
で
数
百
戸
単

位
の
家
族
が
同
時
に
入
居
す
る
た
め

イ
ン
パ
ク
ト
は
強
い
が
、
パ
タ
ー
ン

ー
と
比
べ
、
自
治
体
と
し
て
は
事
業

者
と
の
間
で
事
前
に
協
議
で
き
る
か

ら
、
後
述
の
と
お
り
市
民
サ
ー
ビ
ス

上
の
課
題
や
街
づ
く
り
の
方
向
性
等

を
整
理
し
な
が
ら
、
事
業
者
の
協
力

を
活
用
す
る
努
力
が
必
要
に
な
る
。

　
み
な
と
み
ら
い
2
1
や
ベ
イ
ブ
リ
ッ

ジ
な
ど
の
す
ば
ら
し
い
夜
景
、
異
国

情
緒
あ
ふ
れ
る
街
並
み
な
ど
は
、

人
々
の
居
住
意
欲
を
く
す
ぐ
り
、
引

き
寄
せ
る
魅
力
を
持
っ
て
い
る
。
一

般
の
購
入
層
に
と
っ
て
マ
ン
シ
ョ
ン

の
価
格
水
準
も
落
ち
着
き
、
都
心
部

で
マ
ン
シ
ョ
ン
が
購
入
し
や
す
く
な

つ
て
い
る
。
利
便
性
プ
ラ
ス
快
適
性

を
備
え
た
こ
の
エ
リ
ア
に
住
み
た
い

と
い
う
人
々
は
、
今
後
も
増
加
す
る

も
の
と
見
込
ま
れ
る
。
都
心
へ
の
居

住
志
向
が
続
く
限
り
、
民
間
事
業
者

も
積
極
的
に
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
設
し

提
供
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

３
　
人
口
増
加
に
よ
る
課
題

　
前
述
の
と
お
り
人
々
の
居
住
を
想

定
し
て
い
な
か
っ
た
都
心
臨
海
部
で

マ
ン
シ
ョ
ン
が
増
え
人
口
が
増
加
す

る
こ
と
で
、
地
域
に
ど
の
よ
う
な
影

響
が
あ
る
か
と
の
懸
念
が
生
じ
た
。

　
平
成
1
5
年
度
に
、
都
市
経
営
局
、

都
市
計
画
局
が
中
心
と
な
っ
て
、
ま

ず
課
題
整
理
を
行
う
こ
と
と
し
、
都

　
　
　
　
　
　
　
心
臨
海
部
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　
る
人
口
増
加
に
よ

り
今
後
発
生
す
る

と
考
え
ら
れ
る
課

題
に
つ
い
て
、
関

係
局
区
に
照
会
し

た
と
こ
ろ
、
ハ
ー

ド
ー
ソ
フ
ト
両
面

で
様
々
な
課
題
が

あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
こ
れ
ら
を

分
析
し
、
以
下
の

と
お
り
ま
と
め
た
。

　
ま
ず
、

①
小
学
校
の
教
室

　
や
保
育
所
な
ど

　
児
童
関
連
施
設

　
が
不
足
す
る
可

　
能
性
が
あ
る

　
緊
急
課
題
と
し

て
、
都
心
臨
海
部

の
人
口
増
加
の
影
響
を
最
も
受
け
る

の
が
、
小
学
校
の
教
室
や
保
育
所
の

不
足
で
あ
る
。
特
に
小
学
校
に
つ
い

て
は
、
都
心
臨
海
部
に
お
け
る
既
存

の
小
学
校
の
敷
地
面
積
が
広
く
な

く
、
校
舎
等
の
増
築
が
困
難
な
学
校

が
多
い
。
仮
に
で
は
あ
る
が
、
小
学

校
を
新
設
す
る
に
し
て
も
、
都
心
臨

海
部
に
未
利
用
地
は
少
な
い
し
、
市

内
で
も
地
価
水
準
の
高
い
エ
リ
ア
で

あ
り
、
今
ま
で
の
郊
外
部
で
の
ス
キ

ー
ム
の
よ
う
に
用
地
を
取
得
し
て
校

舎
を
建
設
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
保
育
所
に
つ
い
て

は
、
整
備
に
つ
い
て
事
業
者
と
事
前

協
議
が
行
え
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く

り
を
進
め
て
お
り
、
一
定
規
模
以
上

の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
等
に
お
け
る
子

育
て
支
援
施
設
整
備
へ
の
事
業
者
の

責
務
等
を
盛
り
込
ん
だ
基
準
づ
く
り

を
検
討
し
て
い
る
。

　
次
に
、

②
マ
ン
シ
ョ
ン
増
加
が
業
務
、
商
業

　
等
の
活
動
に
与
え
る
影
響
が
あ
る

　
都
心
臨
海
部
は
横
浜
の
中
心
部
と

し
て
業
務
、
商
業
等
の
面
で
地
域
経

済
を
牽
引
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、

マ
ン
シ
ョ
ン
の
増
加
に
よ
り
、
既
存

の
業
務
・
商
業
・
工
業
・
観
光
施
設

19●



と
の
混
在
に
よ
る
摩
擦
、
例
え
ば
マ

ン
シ
ョ
ン
に
と
っ
て
の
騒
音
や
臭
気

の
発
生
、
あ
る
い
は
都
市
景
観
へ
の

影
響
等
、
都
心
部
機
能
へ
の
影
響
を

指
摘
す
る
意
見
が
多
か
っ
た
。

　
マ
ン
シ
ョ
ン
ニ
ー
ズ
と
都
心
機
能

を
ど
う
調
和
さ
せ
て
い
く
か
、
簡
単

に
は
解
決
し
な
い
が
重
要
な
課
題
で

あ
る
と
い
え
る
。

　
そ
の
他
の
主
な
課
題
と
し
て
、

③
安
全
面
で
は
、
人
口
増
に
伴
い
派

４
　
対
応
の
方
向
性

　
以
上
の
整
理
を
ふ
ま
え
、
今
後
の

対
応
の
具
体
的
方
向
性
を
ま
と
め
て

み
た
い
。

①
緊
急
度
の
高
い
小
学
校
に
関
す
る

　
課
題
に
対
し
関
係
局
区
で
具
体
的

　
な
対
応
策
を
検
討
す
る

　
学
区
域
の
見
直
し
か
、
学
校
の
新

設
か
、
等
複
数
の
案
が
考
え
ら
れ
る

が
、
少
子
高
齢
化
の
時
代
で
あ
り
、

全
体
的
に
出
生
率
が
減
少
し
て
い
る

中
で
、
教
室
不
足
も
一
時
的
な
現
象

に
終
わ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
す

る
と
、
1
0
～
2
0
年
単
位
の
暫
定
的
な

学
校
を
新
た
に
整
備
す
れ
ば
解
決
す

る
可
能
性
も
あ
り
、
用
地
を
買
収
し

校
舎
を
建
設
す
る
既
存
の
手
法
を
用

い
る
必
要
が
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
大
規
模
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
お
い
て
事
業
者
サ
イ
ド
と
十
分
に

協
議
し
、
必
要
な
誘
導
措
置
を
行
う

こ
と
も
求
め
ら
れ
よ
う
。

②
人
口
増
加
に
関
す
る
情
報
収
集
・

生
す
る
道
路
交
通
量
増
加
の
影
響

（
通
学
路
等
）
、
歩
道
等
の
安
全
施

設
等
、
そ
の
他
街
区
公
園
や
子
ど

も
の
遊
び
場
を
ど
う
確
保
す
る

か
、
駐
輪
場
が
不
足
す
る
の
で
は
、

等
の
意
見
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

人
口
が
急
増
し
て
も
当
面
影
響
が

な
い
も
の
と
し
て
、
下
水
処
理
関

係
、
地
域
医
療
、
ご
み
処
理
等
が

あ
げ
ら
れ
た
。

　
発
信

　
都
心
臨
海
部
の
開
発
動
向
に
関
す

る
情
報
を
で
き
る
限
り
収
集
し
、
人

口
増
加
の
実
態
の
適
切
な
把
握
が
必

要
で
あ
る
。
都
心
臨
海
部
の
居
住
者

層
が
つ
か
め
れ
ば
、
例
え
ば
将
来
の

児
童
数
等
の
増
加
傾
向
が
よ
り
正
確

に
わ
か
り
、
参
考
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
た
め
マ
ン
シ
ョ
ン
市
場

及
び
需
要
者
の
動
向
と
新
た
な
居
住

者
の
年
齢
、
１
世
帯
あ
た
り
の
家
族

数
等
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
あ
わ
せ
て
、
庁
内
横
断
的

な
検
討
体
制
に
よ
り
情
報
や
問
題
意

識
の
共
有
化
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

③
都
心
臨
海
部
で
の
居
住
の
あ
り
方

　
①
②
に
加
え
十
分
に
議
論
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
都
心
臨
海
部

に
お
け
る
居
住
の
あ
り
方
、
す
な
わ

ち
都
心
臨
海
部
の
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
で
あ
る
。

　
前
述
の
と
お
り
都
心
臨
海
部
は
横

浜
経
済
の
核
と
な
る
エ
リ
ア
で
あ

る
。
低
迷
す
る
地
域
経
済
の
活
性
化

に
向
け
、
横
浜
市
は
み
な
と
み
ら
い

2
1
地
区
等
で
積
極
的
な
企
業
誘
致
策

を
打
ち
出
し
て
い
る
。
都
心
部
へ
の

サ
ー
ビ
ス
業
等
の
集
積
は
地
域
経
済

の
振
興
上
不
可
欠
で
あ
り
、
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
の
集
積
が
必
要
な
エ
リ
ア
で

あ
る
。

　
ま
た
、
都
心
臨
海
部
は
み
な
と
み

ら
い
、
中
華
街
、
山
下
公
園
な
ど
観

光
地
と
し
て
の
顔
も
あ
る
が
、
マ
ン

シ
ョ
ン
が
林
立
す
る
こ
と
で
、
景
観

が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
な
る
恐
れ
が
あ

る
。
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
多
様

な
イ
ベ
ン
ト
か
ら
生
ず
る
騒
音
等
に

対
す
る
居
住
者
か
ら
の
苦
情
も
考
え

ら
れ
る
。
観
光
の
面
か
ら
は
打
撃
と

な
ろ
う
。

　
今
後
都
心
臨
海
部
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
徹
底
的
に
議
論
し
検
討
を

進
め
、
そ
の
上
で
方
向
性
を
出
す
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
２
で
述
べ
た
〝
点
〟

の
開
発
の
場
合
に
も
対
応
し
う
る

し
、
〝
面
〟
の
開
発
の
場
合
に
も
協

力
を
得
や
す
く
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
こ
れ
以
上
の
マ
ン
シ
ョ
ン
増
加

に
対
し
一
律
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る

か
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
商
・
観
・
住

混
在
を
目
指
す
の
か
、
あ
る
い
は
エ

リ
ア
で
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
地
区
ご

と
に
機
能
分
担
す
る
の
か
、
等
、
さ

ま
ざ
ま
な
方
向
の
選
択
肢
と
そ
の
た

め
の
具
体
的
方
策
の
検
討
に
早
急
に

着
手
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
①
～
③
の
具
体
的
対
応
に

共
通
す
る
全
体
課
題
と
し
て
、

（
ア
)
現
実
論
と
し
て
、
増
加
す
る
居
住

　
者
に
対
し
行
政
と
し
て
必
要
な
対

　
応
を
し
て
い
く
こ
と

(
イ
)
中
長
期
的
展
望
に
た
っ
て
、
市
域

　
全
体
の
中
で
の
都
心
臨
海
部
の
役

　
割
を
議
論
し
、
そ
れ
に
向
け
て
の

　
戦
略
と
し
て
効
果
的
方
策
を
打
ち

　
出
し
て
い
く
こ
と

　
(
ア
)
(
イ
)
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

　
都
心
臨
海
部
の
魅
力
、
機
能
は
横

浜
市
全
体
の
財
産
で
あ
る
。
自
治
体

と
し
て
、
居
住
人
口
の
増
加
と
い
う

新
た
な
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
時

期
に
き
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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